
本
書
は
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
す
る
の
は
国
 
 

際
政
治
経
済
学
（
I
P
E
）
 
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
 
 

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
内
容
は
、
著
者
の
 
 

こ
の
二
〇
年
間
の
国
際
関
係
に
関
す
る
論
文
集
 
 

で
あ
り
、
学
際
知
の
結
集
で
あ
る
。
著
者
の
本
 
 

書
に
お
け
る
基
本
的
な
姿
勢
は
、
米
国
流
の
I
 
 

P
E
を
批
判
し
、
c
O
鍾
や
G
i
－
－
の
よ
う
な
ネ
オ
 
 

グ
ラ
ム
シ
ア
ン
を
好
意
的
に
評
価
し
な
が
ら
、
 
 

独
自
の
I
P
E
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
 
 

こ
で
の
批
判
の
対
象
は
リ
ア
リ
ズ
ム
や
リ
ベ
ラ
 
 

リ
ズ
ム
の
流
れ
を
く
む
I
P
E
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

に
は
例
え
ば
、
G
i
－
p
i
ロ
や
K
i
ロ
d
－
e
b
e
r
g
e
r
の
覇
 
 

権
安
定
論
や
K
r
a
s
ロ
e
r
や
K
e
O
h
ロ
a
e
の
国
際
レ
 
 

ジ
ー
ム
論
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

全
体
は
一
四
章
か
ら
な
る
が
、
内
容
的
に
は
 
 

四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
国
際
政
 
 

治
経
済
学
に
関
す
る
五
つ
の
章
（
第
1
、
2
、
 
 

7
、
8
、
1
2
章
）
、
第
二
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 
 

シ
ョ
ン
や
世
界
経
済
論
に
関
す
る
五
つ
の
章
 
 

（
第
3
、
4
、
5
、
6
、
1
4
章
）
、
拳
二
は
ア
メ
 
 

リ
カ
の
競
争
力
政
策
論
に
関
す
る
三
つ
の
章
 
 

（
第
9
、
1
0
、
1
1
章
）
、
第
四
は
ア
メ
リ
カ
の
外
 
 

国
際
政
治
経
済
学
要
論
 
 

－
－
学
際
知
の
挑
戦
 
 

関
下
 
稔
 
著
 
 

交
政
策
や
日
米
同
盟
に
関
す
る
第
1
3
章
で
あ
る
。
 
 

こ
こ
で
は
、
字
数
に
制
約
が
あ
る
の
で
、
本
書
 
 

の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
国
際
政
治
経
済
学
に
関
す
 
 

る
議
論
を
中
心
に
本
書
の
特
徴
を
三
つ
の
点
か
 
 

ら
検
討
し
ょ
う
。
 
 
 

第
一
は
、
政
治
と
経
済
と
の
関
係
を
ど
の
よ
 
 

う
に
考
え
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
I
P
E
の
分
析
対
象
が
政
治
と
経
済
の
相
 
 

互
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
 
 

研
究
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

政
治
と
経
済
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
 
 

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
敦
し
て
い
 
 

な
い
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
 
 

は
経
済
に
対
し
て
政
治
の
優
位
性
を
主
張
し
、
 
 

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
政
治
に
対
す
る
経
済
の
影
響
 
 

力
を
強
調
す
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

著
者
の
立
場
は
政
治
と
経
済
に
優
先
順
位
を
 
 

つ
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
 
 

済
的
土
台
か
ら
政
治
的
上
部
構
造
の
問
題
を
検
 
 

討
す
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
も
異
な
る
。
こ
の
よ
 
 

う
な
著
者
の
姿
勢
は
、
政
治
・
経
済
・
イ
デ
オ
 
 

ロ
ギ
ー
を
三
位
一
体
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
 
 

評
者
㊥
石
黒
 
馨
 
 C

O
H
や
G
i
［
に
対
す
る
好
意
的
評
価
に
つ
な
が
 
 

る
。
 
 
 

第
二
は
、
上
の
点
と
も
関
係
す
る
が
、
I
P
 
 

E
の
主
要
な
研
究
課
題
が
何
か
と
い
う
点
に
関
 
 

叫   

す
る
も
の
で
あ
る
。
欧
米
の
I
P
E
の
主
要
な
 
 

テ
ー
マ
は
「
経
済
問
題
の
政
治
化
」
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
彼
ら
の
多
く
が
政
治
学
看
で
あ
り
、
し
 
 

た
が
っ
て
問
題
の
設
定
は
当
然
政
治
学
に
引
き
 
 

つ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
経
済
 
 

学
看
で
あ
り
、
欧
米
の
政
治
学
者
の
問
題
の
設
 
 

定
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
経
済
学
者
の
関
心
か
 
 

ら
す
れ
ば
「
政
治
決
定
の
経
済
効
果
」
が
そ
の
 
 

課
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
著
者
の
関
心
は
「
政
濯
ど
経
済
の
 
 
 

相
互
曜
係
」
そ
れ
自
体
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
 
 

措
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
 
 

題
設
定
に
は
評
者
も
同
意
す
る
。
．
し
か
し
、
残
 
 

念
な
が
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
に
展
開
 
 

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
 
 

明
確
な
検
討
が
あ
れ
ば
、
他
の
章
の
理
解
が
深
 
 

ま
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

第
三
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
 
 

の
も
と
で
、
国
際
経
済
が
各
国
の
経
済
政
策
や
 
 

政
治
制
度
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
問
題
で
あ
 
 

る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
相
互
依
存
関
係
の
進
展
 
 

に
よ
っ
て
国
家
主
権
は
後
退
す
る
と
考
え
る
。
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
国
家
は
グ
 
 

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
と
考
え
、
国
家
主
権
の
後
退
に
つ
い
て
批
 
 

判
的
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
は
、
企
業
内
国
際
分
業
や
地
域
間
ク
ラ
 
 

ス
ダ
〓
分
業
の
進
展
が
国
家
の
管
理
能
力
を
弱
 
 

体
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
国
民
国
象
の
自
律
性
 
 

は
低
下
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
 
 

く
、
国
家
は
積
極
的
に
資
本
を
呼
び
込
み
そ
れ
 
 

を
支
援
す
る
競
争
国
家
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
 
 

よ
う
な
結
論
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
議
論
と
 
 

奇
妙
に
一
敦
す
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
一
敦
 
 

を
ど
う
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
～
 
 

い
し
ぐ
ろ
・
か
お
る
／
神
戸
大
学
教
授
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